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快適な職場環境実現の為、５Ｓ運動の精神で、
半期に一度の大掃除を行なっています

こたえ１．たなばた　２．かいだん　３．みんみんぜみ（見～ん、見～ん、 ぜみ）
　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
組
合
員
の
皆
さ

ん
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
グ
ル
ー
プ
は
堅
調
な
経

営
動
向
に
あ
る
。
２
０
１
６
年

度
決
算
で
は
、
減
収
減
益
の
通

期
予
想
を
覆
し
て
、
単
体
で
は

増
収
減
益
の
決
算
と
な
っ
た
。

組
合
員
と
家
族
の
努
力
に
報
い

る
公
正
な
分
配
の
確
保
に
も
全

力
を
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　

さ
て
、
昨
年
12
月
６
日
に
は

Ｊ
Ｒ
西
労
組
結
成
25
周
年
を
、

本
年
４
月
１
日
に
は
Ｊ
Ｒ
西
日

本
が
発
足
30
周
年
の
節
目
を
迎

え
た
。

　

今
日
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
94
％

の
組
織
率
の
う
え
に
、
安
定
し

た
雇
用
、
労
働
条
件
、
労
使
関

係
を
享
受
で
き
て
い
る
の
は
、

先
輩
方
の
労
苦
と
社
会
の
理
解

や
支
援
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
地
位
や
環
境
が

当
た
り
前
に
続
く
保
障
は
な

く
、
将
来
に
わ
た
り
、
安
全
を

基
礎
に
、
労
使
の
健
全
な
発
展

を
通
じ
、
組
合
員
と
家
族
の
雇

用
や
生
活
を
守
り
、
社
会
へ
の

貢
献
を
果
た
し
て
い
け
る
よ

う
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
役
割
を
自

覚
し
、
責
任
あ
る
運
動
を
持

続
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
思
い
を
込
め
て
、

本
大
会
で
Ｊ
Ｒ
西
労
組
「
次
代

の
運
動
指
針
」
を
提
起
す
る
。

国
鉄
入
社
世
代
の
ベ
テ
ラ
ン
と

中
堅
、
若
手
の
組
合
員
が
と
も

に
仕
事
や
組
合
活
動
を
で
き
る

最
終
場
面
が
近
づ
い
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
次
代
の
責
任
あ
る
Ｊ

Ｒ
西
労
組
運
動
に
つ
い
て
、
今

こ
そ
考
え
、
共
有
し
、
実
践
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

本
大
会
の
代
議
員
の
平
均
年
齢

は
37
・
６
歳
、
Ｊ
Ｒ
入
社
世
代

が
約
85
％
を
占
め
て
い
る
が
、

こ
の
テ
ー
マ
を
基
調
に
置
い
て

積
極
的
に
議
論
い
た
だ
き
た

い
。

１
．職
場
か
ら
の
安
全
の
確
立

　

最
重
要
課
題
で
あ
る
安
全
の

確
立
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、福
知
山
線
列
車
事
故
の
反

省
と
教
訓
を
胸
に
刻
み
、
責
任

組
合
と
し
て
職
場
か
ら
の
安
全

確
立
に
全
力
で
取
り
組
む
決
意

を
明
ら
か
に
す
る
。

　

労
使
の
真
摯
な
協
議
を
経
て

策
定
し
た
「
安
全
考
動
計
画
２

０
１
７
」
の
実
践
に
努
め
、
組

合
員
の
安
全
に
対
す
る
意
識
は

高
ま
り
、
安
全
対
策
が
着
実
に

進
ん
で
き
た
と
い
え
る
。
報
告

文
化
の
さ
ら
な
る
醸
成
に
む
け

た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
非
懲

戒
」
の
方
針
も
大
き
な
前
進
で

あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
昨
年
後
半
か
ら
、

線
路
閉
鎖
工
事
の
取
り
扱
い
誤

り
な
ど
、
と
く
に
施
設
や
電
気

系
統
の
地
上
職
で
危
険
な
事
象

が
相
次
ぎ
、
２
月
11
日
に
は
糸

崎
駅
構
内
で
見
張
員
の
協
力
会

社
社
員
の
触
車
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
し
ま
っ
た
。
６
月
10
日

に
は
、
南
福
井
駅
構
内
で
同
じ

く
協
力
会
社
社
員
が
感
電
で
重

傷
を
負
う
重
大
労
災
も
発
生
し

た
。

　

私
た
ち
は
、
エ
ラ
ー
が
も
た

ら
す
結
果
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
な
い
。
私
た
ち
が
進
め
る
報

告
文
化
の
醸
成
や
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
重
要
性
を
確
認

し
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
「
安
全
考
動
計
画
２
０
１
７
」

の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、今
後
、

新
計
画
策
定
の
議
論
が
進
め
ら

れ
る
。
具
体
的
な
課
題
に
着
目

し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

検
証
し
た
う
え
で
、
職
場
の
実

態
を
踏
ま
え
、
わ
か
り
や
す
く

実
効
性
の
あ
る
計
画
と
な
る
よ

う
労
使
協
議
を
進
め
る
こ
と
と

す
る
。

　

改
め
て
、
最
前
線
で
働
く
組

合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
積
極
的

な
意
見
や
、
提
言
と
議
論
へ
の

参
画
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、

「
安
全
提
言
」
の
活
用
や
、
組

合
側
か
ら
の
問
題
提
起
な
ど
を

通
じ
た
「
安
全
衛
生
委
員
会
」

の
充
実
、
そ
し
て
、
職
場
の
課

題
は
職
場
で
解
決
で
き
る
分
会

活
動
の
強
化
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
す
る
。

２
．労
働
力
不
足
な
ど
、
環
境

変
化
を
踏
ま
え
た
企
画
提
案

運
動
の
展
開

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、「
職
場
の

あ
り
方
提
言
委
員
会
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
本
大
会

で
は
、
労
働
力
不
足
や
逼
迫
す

る
要
員
需
給
の
課
題
に
向
き
合

う
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
男
女
平
等
参

画
、
女
性
活
躍
、
育
児
・
介
護

支
援
、
長
時
間
労
働
や
休
日
労

働
の
解
消
な
ど
、
課
題
の
推
進

に
む
け
た
「
働
き
方
改
革
」
を

ど
う
進
め
る
か
な
ど
の
問
題
に

焦
点
を
当
て
た
議
論
を
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

　

さ
ら
に
、
賃
金
・
昇
進
制
度

が
２
０
０
０
年
度
の
抜
本
改
正

か
ら
17
年
経
過
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
職
制
の
見
直
し
や
Ｊ
Ｒ

入
社
組
合
員
の
定
年
延
長
な
ど

を
含
め
、
制
度
改
正
を
視
野
に

入
れ
て
、
職
場
の
課
題
を
整
理

し
、
構
造
的
な
問
題
の
洗
い
出

し
と
解
決
に
向
け
た
議
論
を
始

動
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

　

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
に

つ
い
て
は
、
４
年
連
続
の
ベ
ア

実
現
や
、
両
バ
ス
地
本
や
フ
ェ

リ
ー
支
部
の
ほ
か
、
過
去
最
高

を
更
新
す
る
29
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本

連
合
グ
ル
ー
プ
労
組
で
、
ベ
ア

を
獲
得
し
た
成
果
を
次
期
に
つ

な
げ
、
安
定
雇
用
の
下
に
、
安

心
し
て
、
意
欲
を
持
っ
て
、
働

き
続
け
ら
れ
る
環
境
が
求
め
ら

れ
る
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ

に
ふ
さ
わ
し
い
公
正
な
分
配
の

継
続
実
施
を
求
め
て
い
く
決
意

を
申
し
上
げ
る
。

３
．次
代
に
む
け
た
求
心
力
の

あ
る
組
織
と
運
動
づ
く
り

　

次
代
の
責
任
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
労

組
運
動
の
実
践
の
た
め
に
は
、

何
よ
り
も
職
場
活
動
の
充
実
が

大
切
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の

運
動
を
伝
え
、
組
合
員
の
意
見

や
要
望
を
聞
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
、
全
員
参
加
で

魅
力
と
求
心
力
が
あ
り
、
信
頼

さ
れ
る
組
織
と
運
動
を
築
い
て

い
く
よ
う
、
改
め
て
要
請
す
る
。

身
近
な
分
会
活
動
を
充
実
さ

せ
、
職
場
の
課
題
は
職
場
で
解

決
で
き
る
運
動
づ
く
り
、
役
員

の
育
成
な
ど
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
お
願
い
す
る
。

　

そ
し
て
、
本
年
度
は
と
り
わ

け
シ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

組
合
員
と
女
性
組
合
員
の
さ
ら

な
る
運
動
へ
の
参
加
拡
大
に
注

力
す
る
。
若
手
へ
の
世
代
交
代

が
進
む
半
面
、
今
後
大
幅
に
増

加
す
る
シ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
組
合
員
が
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組

運
動
か
ら
遠
ざ
か
る
傾
向
も
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
鉄
入
社

世
代
の
ベ
テ
ラ
ン
と
、
Ｊ
Ｒ
入

社
世
代
の
中
堅
、
若
手
が
と
も

に
運
動
に
参
画
し
て
、
継
承
を

進
め
る
環
境
を
築
く
こ
と
と
す

る
。

　

ま
た
、
女
性
組
合
員
は
約
３

３
０
０
名
に
上
り
、
約
３
７
０

名
が
各
級
機
関
で
組
合
役
員
を

務
め
て
い
る
。
不
規
則
勤
務
が

主
体
で
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立

へ
の
障
害
の
多
い
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
職
場
で
、
男
女
平
等
参
画
や

女
性
活
躍
推
進
を
さ
ら
に
進
め

る
た
め
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運

動
へ
の
女
性
の
主
体
的
な
参
画

が
欠
か
せ
な
い
。

　

本
年
度
は
そ
の
た
め
の
「
改

革
元
年
」
と
の
決
意
の
下
、
女

性
の
運
動
へ
の
参
加
の
拡
大
、

役
員
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
こ

と
と
す
る
。
地
本
・
総
支
部
を

は
じ
め
、
各
級
機
関
の
理
解
と

努
力
を
要
請
す
る
。

　

さ
ら
に
、
国
鉄
の
失
敗
を
繰

り
返
さ
ず
、
不
幸
な
組
合
員
を

つ
く
ら
な
い
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
西

労
組
の
組
織
と
運
動
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
一
企
業
一
組

合
を
目
指
し
て
全
力
を
あ
げ

る
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
民

主
化
闘
争
に
つ
い
て
は
、
危
機

感
と
問
題
意
識
を
高
め
、
Ｊ
Ｒ

発
足
30
年
を
契
機
に
、
Ｊ
Ｒ
連

合
と
連
携
し
て
戦
略
的
に
取
り

組
む
こ
と
す
る
。

４
．政
策
活
動
と
地
域
活
性
化

の
推
進

　

６
月
17
日
に
「
ト
ワ
イ
ラ
イ

ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
瑞
風
」
が
運

行
を
開
始
し
た
。
山
陰
地
方
を

は
じ
め
、
各
地
で
地
域
活
性
化

へ
の
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
、
運
行
に
関
わ
っ
た
組
合
員

か
ら
は
、
沿
線
の
自
治
体
や
住

民
の
皆
さ
ん
の
喜
び
と
歓
迎
に

感
動
し
た
と
の
声
を
聞
い
て
い

る
。
私
た
ち
が
携
わ
る
鉄
道

が
、
地
域
を
支
え
る
大
き
な
役

割
を
持
つ
こ
と
を
再
認
識
し
、

鉄
道
を
活
か
し
、
バ
ス
を
含
め

た
公
共
交
通
の
充
実
や
ま
ち
づ

く
り
、
地
域
の
活
性
化
に
む
け

て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
し
て
企
画

提
案
運
動
を
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
と
す
る
。

　
「
交
通
政
策
基
本
法
」
が
成

立
し
て
４
年
目
に
な
る
が
、
公

共
交
通
網
の
形
成
や
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
に
は
地
域
毎
に

温
度
差
が
あ
る
。
残
念
な
が

ら
、
三
江
線
は
来
年
３
月
末
で

廃
線
と
な
る
こ
と
が
決
ま
り
、

現
在
、
新
た
な
交
通
体
系
の
整

備
に
む
け
て
検
討
が
進
ん
で
い

る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
か
つ
て
可

部
線
の
一
部
廃
止
に
対
し
て
自

治
体
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

展
開
し
、
本
年
３
月
に
は
廃
止

区
間
が
一
部
復
活
し
た
。
こ
う

し
た
経
験
を
教
訓
に
、
瑞
風
の

運
行
な
ど
も
活
か
し
、
日
頃
か

ら
地
域
と
の
連
携
を
深
め
て
問

題
意
識
を
高
め
て
、
鉄
道
を
活

か
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
を
強
化
し
た
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
連
携
し

て
対
応
を
進
め
て
き
た
北
陸
新

幹
線
の
敦
賀
〜
新
大
阪
間
の
建

設
問
題
に
つ
い
て
は
、
取
り
組

み
が
奏
功
し
、
与
党
Ｐ
Ｔ
に
お

い
て
労
使
が
主
張
す
る
小
浜
・

京
都
ル
ー
ト
が
昨
年
末
に
決
定

し
た
。
今
後
、
財
源
確
保
と
早

期
着
工
を
求
め
て
取
り
組
む
。

　

こ
の
ほ
か
、
着
工
に
む
け
て

は
並
行
在
来
線
の
問
題
を
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
。
２
０
２
２

年
度
末
の
敦
賀
開
業
後
に
直
ち

に
着
工
す
る
た
め
に
は
、
議
論

の
期
間
は
５
年
し
か
な
い
。
今

後
、
関
係
地
本
と
連
携
し
て
対

応
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

５
．政
治
参
加
の
積
極
的
な
推

進
　

税
と
社
会
保
障
、
財
政
再

建
、
憲
法
改
正
、
安
全
保
障
と

平
和
の
問
題
な
ど
、
私
た
ち
の

生
活
と
政
治
は
非
常
に
深
い
関

わ
り
が
あ
る
。
新
幹
線
建
設
問

題
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ

ル
ー
プ
の
経
営
問
題
と
政
治
も

密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
地
方

政
治
に
お
い
て
は
、
よ
り
身
近

な
課
題
に
つ
い
て
、深
く
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

　

日
本
は
議
会
制
民
主
主
義
の

国
家
で
あ
り
、
私
た
ち
の
意
見

を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
に
は
、

立
場
や
意
見
を
共
有
す
る
代
弁

者
を
議
会
に
送
り
、
勢
力
を
拡

大
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

若
手
の
政
治
意
識
が
低
い
こ
と

に
大
い
に
問
題
意
識
を
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
議
員

と
の
き
め
細
か
な
連
携
を
進
め

て
い
る
地
本
も
多
く
あ
る
。
選

挙
だ
け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
組

合
員
の
理
解
や
意
識
を
高
め
る

活
動
の
実
践
を
要
請
す
る
。

　

平
成
27
年
度
に
会
社
発
足
以

来
の
念
願
で
あ
っ
た
バ
ス
事
業

黒
字
化
を
達
成
し
、
本
年
度
も

「
バ
ス
事
業
黒
字
経
営
定
着
化

と
持
続
的
な
安
定
経
営
の
確

立
」
に
向
け
、
安
全
、
安
定
輸

送
の
提
供
を
指
針
に
、
組
合
員

一
丸
と
な
り
、
日
々
、
奮
闘
し

て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
の
バ
ス
業
界
に
お
い
て

は
、
業
界
全
体
の
喫
近
の
課
題

で
あ
る
運
転
士
不
足
、
同
業
他

社
や
対
抗
輸
送
機
関
と
の
競
争

激
化
に
加
え
て
、
関
越
道
・
軽

井
沢
に
て
発
生
し
た
バ
ス
死
傷

事
故
に
起
因
す
る
、
高
速
バ
ス

の
安
全
性
に
対
す
る
信
頼
低
下

な
ど
、
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。

　

更
に
全
社
的
に
運
転
士
の
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
大
阪
北

分
会
に
お
い
て
も
、
例
外
な
く

高
齢
化
の
波
は
、
運
動
の
継

承
・
役
員
育
成
の
弊
害
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

分
会
と
し
て
「
飽
き
な
い
、

飽
き
さ
せ
な
い
、
諦
め
な
い
」

を
活
動
指
針
と

し
、
組
合
員
に
対

す
る
活
動
の
可
視

化
と
理
解
へ
の
深

度
化
を
図
る
為
、

機
関
会
議
の
議
事

録
・
掲
示
物
に
対

す
る
工
夫
、イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

レ
ク
活
動
の
活
性

化
が
、「
肝
」と
、

位
置
付
け
、
力
を
注
い
で
ま
い

り
ま
し
た
。し
か
し
現
状
で
は

「
情
熱
と
挫
折
の
繰
り
返
し
が

活
動
の
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
で
あ

る
」と
役
員
共
通
の
認
識
に
な

り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
部
分
に
お

い
て
は
諦
め
て
い
ま
す
（
笑
）

　

独
自
の
活
動
と
し
ま
し
て

は
、
安
全
衛
生
委
員
を
中
心
に

自
営
業
所
と
遠
隔
泊
地
に
お
い

て
の
環
境
整
備
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　

特
に
自
営
業
所
に
お
い
て
は

業
務
上
、
会
社
施
設
内
に
て
宿

泊
す
る
機
会
が
多
い
た
め
、
少

し
で
も
疲
れ
を
癒
せ
る
よ
う
、

清
潔
で
快
適
な
環
境
の
構
築
を

主
旨
に
、
半
期
に
一
度
の
大
掃

除
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
先
も
、
各
々
が
み
ん
な

で
使
用
す
る
施
設
環
境
の
整
備

や
、
５
Ｓ
運
動
に
意
識
を
持
っ

て
取
り
組
む
職
場
風
土
の
構
築

を
目
標
に
、
継
続
し
分
会
と
し

て
組
合
員
の
帰
属
意
識
の
醸
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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大
阪
北
分
会
で
す


